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刑法（配点 100 点）

以下の事例について， Xの罪責を論じなさい（ただし， 特別法違反の点につい

ては論じなくてよい）。

x （男性， 5 5 歳）は， 妻子がありながら， 長年， A （女性， 5 0 歳）と性交

渉を伴う交際をしていた。 ところが，Aから別れ話を出された。Xは， もはやA

に対する性的関心を失っていたものの， 一方的に別れ話を出されたことに立腹
し，Aに対して仕返しをしてやろうと決意した。Xは， 示談金を支払いたいと

いう嘘の電話を A にかけた上， A に対してホテルの一室に来るように，誘った。

Aは経済的に苦しかったところから， いい話だと思い， Xの指定したホテルの

部屋を訪れた。 ところがXは， Aが部屋に入るとすぐに， Aの口をふさいだう

え， 裸にし， 用意してあったロ ー プで縛り上げ， 椅子にくくりつけた。 Aは，

ロもロ ー プでふさがれたため， 声を出すこともできない状態となった。 Xは， 

持ってきたカメラを取り出し， そのような状態にあった A の写真を数十枚撮っ 

た。 以上の行為は，Aに対して仕返しをしたいとの一心から出たものであり，X

は後日， その写真をネットで世間に公表するとAを費して， 金員を取ろうとし 

たのであった。 その後， Xはロ ープをほどき， Aに対して「このことは誰にも 

言うな」と述べた上， ホテルから帰そうとした。 Aは着物を普た後， 部屋を出 

ようとしたが， Xに対する激しい憎悪が湧き起こり， 近くにあった電気ポット 

を取り上げ，Xに対して殴りかかった。Xは， とっさにこれをかわしたが， 二人

はもみあう状態となった。 このとき，Xは電気ポットを取り返し， それでAを

強く殴打した。 そのために， Aは頭部と顔面に全治1ヶ月の打撲症を負った。
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